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平成 26 年度若手研究者ワークショップ（ブラジル） 実施報告書 

 

           平成 27 年 4 月 17 日 

 

１．ワークショップ名  

（和文）    植物多様性の保全に向けた遺伝学の応用              

 

（英文）    Contribution of Genetics to Plant Conservation           

ワークショップトピックに関係するホームページ http://fapesp-jsps.mangroves.info/                  

 

２．ワークショップの目的 

 

生物多様性と環境の保全は、21 世紀における最もグローバルな問題の一つであり、とりわけ、一次生産者

として地球上の全ての生命に恩恵を与える植物の保全は、重要な問題である。そこで、このワークショップで

は、日本およびブラジルの研究者が蓄積してきた、植物保全遺伝学に関する知識と技術を共有し、両国の

若手研究者による研究ネットワークを形成して、次世代のグローバル問題に対応できるチーム形成を目指

す。日本とブラジルから各国約 20 名ずつ集まった若手研究者が、6 人の経験豊富な両国の研究者の指導

の下で研究交流を行い、知識や意見や経験を共有・交換し、生物多様性と環境の保全に関する重要問題に

ついて話し合い、解決方法を模索する。ここで作られた両国の若手研究者ネットワークは、今後、国際協力

の下で対応すべき問題解決において、核となることが期待できる。  

 

３．開催期間 平成  27 年 2 月 2 日 ～ 平成 27 年  2 月  4 日   3 日間    

 

４．開催地（会場）  サンパウロ大学遺伝学科 Luiz de Queiroz College of Agriculture      

    

５．開催体制 

（１）実施機関 

日本側 
独立行政法人日本学術振興会（JSPS） 

国立大学法人千葉大学 

ブラジル側 
サンパウロ州立研究財団（FAPESP） 

São Paulo Agency for Agribusiness Technology 

 

（２）開催責任者 

１）日本側  

コーディネーター 

所属機関・部局・職・氏名     千葉大学大学院・理学研究科・准教授・梶田 忠               
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機関所在地〒  263-8522    千葉市稲毛区弥生町 1-33                       

TEL  043-290-2818                 

FAX  043-290-2874                 

Email  tkaji@faculty.chiba-u.jp              

 

事務担当者 

部局・職・氏名   学術国際部国際企画課・主任・本澤充宏                      

   機関所在地〒  263-8522    千葉市稲毛区弥生町 1-33                        

TEL  043-290-2231                       

FAX  043-290-2041                            

   Email  bfi2231@office.chiba-u.jp           

 

２）ブラジル側  

コーディネーター 

所属機関・部局・職・氏名  São Paulo Agency for Agribusiness Technology・Scientific Researcher・ 
                        Zucchi, Maria Imaculada                                 

   機関所在地 Rodovia SP 127, km 30, Vila Fátima, 13400970 - Piracicaba, SP - Brasil - Caixa-postal: 28 

   TEL   +55 – 19 - 34215196    

   FAX                         

   Email   mizucchi@apta.sp.gov.br     

 

６．参加者 

（１）メンター 

日本側 

氏名 所属機関・部局 職名 専門 

高山 浩司 東京大学・総合研究博物館 特任助教 植物系統進化学 

井鷺 裕司 
京都大学大学院・農学研究

科 

教授 
保全遺伝学 

陶山 佳久 
東北大学大学院・農学研究

科 

准教授 
森林分子生態学 

ブラジル側 

Santin Brancalion, 
Pedro Henrique 

University of São Paulo・
Department of Genetics 
Luiz de Queiroz College of 
Agriculture 

Professor  森林再生・保全生物学 

Evandro Marsola de 
Moraes 

Federal University of São 
Carlos・Department of 
Biology  

Adjunct Professor 集団遺伝学、進化生物学 

Clarisse Palma da 
Silva 

São Paulo State University・
Institute of Bioscience, Rio 
Claro   

Researcher level III 集団遺伝学・分子生態学 
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（２）参加者数 

[注]本事業で経費を負担しない参加者については、「その他参加者数」にてカウントしてください。 

 

（３）参加者リスト 様式 3-1 及び 3-2 にて最終版を提出してください。 

 

（４）参加者の選出方法 

 

1. 選抜方針： 本ワークショップを通して、積極的に議論を行うことで参加研究者とアイデアを共有し、共通の問題
解決に向けて研究ネットワークを構築し、植物多様性保全における普遍的問題解決のために国際的に活躍しよ
うとする意欲のある若手研究者を選抜した。 

2. 選抜基準： 以下の３点を満たすことを条件とした 
① 他国の研究者とアイデアを共有してネットワークを構築することの、必要性と熱意。 
② 講演、ポスターセッション、グループディスカッションを通して参加者と意見交換できる英語能力。 
③ ワークショップの成果を今後の自身の研究に生かすのに十分な研究能力 

3. 選抜方法： 2014年11月に、本事業のウェブページ（http://fapesp-jsps.mangroves.info）を作成・公開した。 
また、関連学会のニュースレターとウェブページ、メーリングリストなどで、事業内容と応募についてのアナウンス
を開始し、応募を受け付けた。コーディネータ及びメンターからの推薦を受け付けた。 

4. 選抜方法： 上記ウェブページ応募フォームを作成し、インターネット経由で提出させた。 
        各国それぞれで、コーディネータ及びメンターの合議審査により、参加者を決定した。 

 

７．委託事業の内容 

 （１）運営体制・方法について 

・ 委託業務にかかる事務手続きは、千葉大学国際企画課および理学研究科経営係が担当した。実施に際
して専門知識が必要な業務（ウェブページ作成、Google Apps ページ編集、英文議事録作成等）は、
事務作業補佐員が担当した。 

・ 参加研究者の公募は事業ウェブページ（http://fapesp-jsps.mangroves.info）を介して行った。 
・ 参加研究者の選考はコーディネータとメンターが、応募内容に基づいて行った。 
・ 参加研究者との連絡は、コーディネータおよびサブコーディネータ（高山）が行った。 
・ ワークショッププログラムの編成・編集は、コーディネータ・メンターの全員で行った。 
・ ワークショップにおいては、参加者間の情報共有、文書や画像のやりとりに、コーディネータが管理

する Google Apps for Education（mangroves.info）を利用した。 
 

 （２）日程、議題（別添で可） 

 

・ ワークショップ： 2015 年 2 月 2 日〜4 日 
2 日、3 日： 基調講演、レクチャー、ポスターフラッシュ、ポスター発表、口頭発表 
4 日： グループディスカッションおよびネットワーク形成、エクスカーション 

・ ウェルカムレセプション: 2 月 1 日夕刻、 ワークショップレセプション: 2 月 3 日夕刻 
・ 見学（half day excursion）： Iracemapolis Water Reservoir における森林再生事業 
・ 以上の内容詳細と議題は別添のワークショッププログラム（英文）の通り。

 メンター数 参加者数 その他参加

者数 [注] 

合計 

日本側参加者数 3 18 2 23 

ブラジル側参加者数 3 25 3 31 

その他の国からの参加者数 0 0 1 1 

合計 6 43 6 55 

http://fapesp-jsps.mangroves.info/
http://fapesp-jsps.mangroves.info/
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 ８．本事業で得られた成果 
（１）学術的な観点からの成果 

 
 植物を含む生物多様性の保全は、人類にとって重要なグローバル課題の一つであり、ブラジルと日本は、
いずれも、生物多様性保全の取組における、国際的な枠組み作りに大きく貢献してきた（1992 年のリオ・
生物多様性サミット、2010 年の COP10 など）。また、ブラジルと日本はいずれも、地球上における生物
多様性のホットスポットを有しており、いずれの国でも、生物多様性保全の研究が盛んに行われてきた。
しかし、両国はそれぞれ地球の反対側に位置し、また、植生帯や生育する生物相も全く異なっていること
もあり、これまで、生物多様性研究分野において、国際的な共同研究が頻繁に行われてきたとは言えない
状況にある。 
 本事業の最大の学術的成果は、バックグラウンドの全く異なる２つの国の若手研究者が、３日間のワー
クショップ体験を通して、自身の研究分野におけるアイデアを共有しあうことにあった。ブラジル・日本
のそれぞれの国からの参加者は、お互いの国内の研究動向や情勢は十分に理解していたが、相手国の情勢
については、ほとんど全くと言って良いほど、事前知識は無かった。そのため、本ワークショップで発表
された研究内容、手法、アイデアの多くは、相手国の研究者に多くの驚きと新たな学問的理解をもたらし
た。このようにして、参加者の間で形成された、学術的コンセンサスは、グローバルスケールでの研究展
開や、今後の新たな共同研究をもたらすものである。 

 

（２）国際交流及び若手研究者養成の観点からの成果 

 

国際交流の観点からの成果 
・ 本ワークショップを通して、日本とブラジルの若手研究者の間で、新たな研究交流を多数生み出すこ

とができた。また、その他参加者として参加した、マレーシア、アメリカ、メキシコの研究者と共に、
新たな研究ネットワーク構築の可能性が広がった。 

・ 最終日のグループディスカッションの成果として、今後の、JSPS 二国間共同研究・セミナーや、
FAPESP の外国人研究者招へい事業など、日本側研究者とブラジル側研究者の緊密な研究連携のもと
に研究ネットワークを拡充するための計画が検討された。実現に向けて、すでに準備を始めている。 

・ 日本人若手研究者で、ブラジルの野生生物を対象とした研究を計画していた参加者は、今回のワーク
ショップを通して、現地調査・サンプル入手を実現できる見通しが立った。今後、ブラジル側研究者
を通して、国家科学技術開発審議会（CNPq）に許可申請を提出する等、研究の発展が見込まれる。 

若手研究者養成の観点からの成果 
・ 本ワークショップにより、ブラジルと日本という、地理的に遠く離れた二国間の若手研究者が、国際

的な研究ネットワークを構築することを手助けができた。両国の若手研究者養成に大きく貢献できた。 
・ ３日間のワークショップを通して、ブラジルと日本のお互いの研究内容や、研究レベルを理解するこ

とができた。また、両国の研究者が協力すれば、さらに研究を発展させられる可能性も、数多く示唆
された。また、若手研究者がそれぞれの相手国の受入研究者の下で、研究を実施するための具体的な
方策（助成金の獲得など）を検討することができた。 

 

 

 



Workshop participant's answers to the evaluation questionnaire.

Part. 3

人数 割合
A 0 0%
B 13 34%
C 9 24%
D 10 26%
E 2 5%
F 4 11%

職位 割合
A 6 16%
B 13 34%
C 1 3%
D 2 5%
E 8 21%
F 0 0%
G 8 21%

G : Professor(1),Associate professor(2),assistant professor(2),Scientific research(1),Master student(2)

Research Field
Biodiversity conservation
Phylogeny and Phylogeography
Community phylogenetics
Mycorrhizal symbiosis
evolutionary biology, phylogeny, biologeography
Conservation Genetics and Genomics
Evolutionary biology
Plant phylogeny and biogeography
Asia and the Pacific resions
population genetics and genomics
Atlantic Rainforest Plant Diversity 
Population genetics
Genetics and Evolution
Evolutionary Genetics
Conservation genetics, phylogenetics, phylogeography, plant systematics
Taxonomy
Evolutionary Biology
Taxonomy, Phylogeny, Conservation genetics
forest population genetics
Conservation genetics
phylogeography
Forest ecology
Morphological evolution
Conservation Genetics
population genetics, evolution
Botany
Population Genetics and Phylogeography
Ecological genetics and breeding

A 
0% 

B 
34% 

C 
24% 

D 
26% 

E 
5% 

F 
11% 

A B C

D E F

A 
16% 

B 
34% 

C 
3% 

D 
5% 

E 
21% 

F 
0% 

G 
21% 

A B C

D E F

G

Age 

Title 
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１．日本側参加者リスト

No 姓 名 所属機関・部局 職名 所属国名 
１）

備考 
２）

1 兼子 伸吾
福島大学共生システム理
工学類

准教授 日本 ＊

2 阪口 翔太
東京大学大学院・総合文化
研究科

日本学術振
興会特別研
究員（ＰＤ）

日本 ＊

3 阿部 晴恵
新潟大学農学部附属フィー
ルド科学教育研究センター
佐渡ステーション

助教 日本 ＊

4 岩崎 貴也
京都大学・生態学研究セン
ター

日本学術振
興会特別研
究員(ＰＤ）

日本 ＊

5 赤坂 宗光
東京農工大学大学院　農
学研究院/The University
of  Queensland

講師 日本 ＊

6 池田 啓
岡山大学資源植物科学研
究科

助教 日本 ＊

7 奥山 雄大
国立科学博物館植物研究
部

研究員 日本 ＊

8 辻田 有紀 佐賀大学農学部 准教授 日本 ＊

9 津田 吉晃
千葉大学大学院理学研究
科

特任研究員 日本 ＊

10 渡辺 洋一
東京大学大学院・総合文化
研究科

日本学術振
興会特別研
究員(ＰＤ）

日本 ＊

11 柿嶋 聡
静岡大学・創造科学技術大
学院

日本学術振
興会特別研
究員（PD）

日本 ＊

12 手塚 あゆみ
九州工業大学・若手研究者
フロンティアアカデミー

研究職員 日本 ＊

13 厚井 聡
大阪市立大学大学院・理学
研究科

講師 日本 ＊

14 須貝 杏子
森林総合研究所・野生動物
研究領域

特別研究員 日本 ＊

15 伊藤 優 東京大学総合研究博物館
博物館事業
協力者

日本 ＊

16 小栗 恵美子
広島大学大学院・理学研究
科

特任助教 日本 ＊

17 遠山 弘法
九州大学理学研究院生物
科学部門

学術研究員 日本 ＊

18 田金 秀一郎
九州大学理学研究院生物
科学部門

学術研究員 日本 ＊

19 Gutierrez Ortega Jose Said
千葉大学大学院理学研究
科

大学院生 日本

20 山本 崇
千葉大学大学院理学研究
科

大学院生 日本

21 Wee Kim Shan, Alison 西双版納熱帯植物園 ポスドク 中国

22 梶田 忠
千葉大学大学院理学研究
科

准教授 日本 ＊

23 高山 浩司 東京大学総合研究博物館 特任助教 日本 ＊

24 井鷺 裕司
京都大学大学院農学研究
科

教授 日本 ＊

平成26年度若手研究者ワークショップ　参加者リスト

平成27年2月4日

ワークショップ名：　植物多様性の保全に向けた遺伝学の応用



25 陶山 佳久
東北大学大学院農学研究
科

准教授 日本 ＊

１）
参加者が所属する機関の所在国を記入してください

２）
本ワークショップ経費にて参加される方については、備考欄に「＊」を記入してください。



2. List of pariticpants on the Brazilian side

No Family Name Name Affiliation Job Title Country1) Note2)

1 Silva Gislaine

 Department of Biology,
Federal University of São
Carlos

Post Doc Brazil *

2 Alves-Pereira Alessandro

 Department of Genetics,
Luiz de Queiroz College of
Agriculture, University of
São Paulo

PhD
candidate

Brazil *

3 Novello Mariana

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

4 Gomes Viana João Paulo

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

5 Silvestre Ellida

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

6 Mori Gustavo

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

Post Doc Brazil *

7 Vargas Cruz Mariana

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

8 Konzen Enéas Ricardo

 Center of Nuclear Energy
in Agriculture, University
of São Paulo

PhD
candidate

Brazil *

9 S. Bonatelli Isabel

 Department of Biology,
Federal University of São
Carlos

PhD
candidate

Brazil *

10 Perez Manolo

 Department of Biology,
Federal University of São
Carlos

PhD
candidate

Brazil *

List of Participants for JSPS-FAPESP Joint Research Workshop 2014

Workshop Title: Contribution of Genetics to Plant Conservation

Date: 04/02/2015



No Family Name Name Affiliation Job Title Country1) Note2)

11 Faria Franco Fernando

 Department of Biology,
Federal University of São
Carlos

Professor Brazil *

12 Belini Camila

 Graduate School of
Horticulture, São Paulo
State University

PhD
candidate

Brazil *

13 Brisibe Andi

 Chemical, Biological and
Agricultural
Pluridisciplinary Research
Center, University of
Campinas

Professor Brazil *

14 Coffani-Nunes João Vicente
 Agronomy Course, Sao
Paulo State University Professor Brazil *

15 Leles Bruno

 Institute of Bioscience,
Rio Claro, São Paulo State
University

PhD
candidate

Brazil *

16 B. F. Arruda Ana Carolina
 Methodist University of
Piracicaba Undergradu

ate student
Brazil *

17 Grando Carolina

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

18 Pavinato Vitor Antonio

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

Post Doc Brazil *

19 Dias Schwarcz Kaiser

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

Post Doc Brazil *

20
Lourenço Garcia

de Brito
Vinicius

 Department of Botany,
State University of
Campinas

Post Doc Brazil *

21 Conson André Ricardo

 Center of Molecular
Biology and Genetic
Engineering, State
University of Campinas

PhD
candidate

Brazil *

22 Romero María Victoria

 Department of Botany,
State University of
Campinas

Post Doc Brazil *



No Family Name Name Affiliation Job Title Country1) Note2)

23 Olinda Tacuatiá Luana
 Department of Botany,
State University of
Campinas

Post Doc Brazil *

24 Etore do Valle Giuliana
 Agronomic Institute of
Campinas Post Doc Brazil *

25 H. S. Brancalion Pedro

Department of Genetics,
Luiz de Queiroz College of
Agriculture, University of
São Paulo

Professor Brazil *

26 Marsola Moraes Evandro
Department of Biology,
Federal University of São
Carlos

Adjunct
Professor

Brazil *

27 Palma-Silva Clarisse

Institute of Bioscience,
Rio Claro, São Paulo State
University (Brazil)

Researcher
level III

Brazil *

28 Robin Chazdon

Daprtment of Ecology
and Evolutionary Biology,
University of Connecticut
(USA)

Visitng
professor at
ESALQ

Brazil *

29 Zucchi Maria Imaculada

São Paulo Agency for
Agribusiness Technology Scientific

researcher
Brazil

30 Herklotz André Sinapse Biotecnologia
Sponsor
company

Brazil

31 Massucato Rafaela Sinapse Biotecnologia
Sponsor
company

Brazil

32 Tomomitsu Armando Sinapse Biotecnologia
Sponsor
company

Brazil

1)  Please write a country of affiliated institution.
2) Please put "*" in this section when FAPESP/JSPS pays his/her expenses.
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